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1.はじめに

阪神淡路大贋災を契機として､国 ･都道府県などで地

震被害想定を見直し､新たに地震防災対策の改善が行わ

れている｡各自治体で行われている地震被害想定には

様々な手法が存在するが､ある地震の発生を仮定した上

で地寮勅を推定し､経験的な被害関数などから地袋発生

時の被害を予測するものが多い｡現状では､地震規模に

即応した地鷹対策を行うのに､より詳細な地域デー一夕に

よる被害予想システムが必要であるが､地域データがGIS

によりデータベース化が行われている例が少ない0

本研究では､地域データとして地盤と建物分布のデー

タベース化を行い､地震に対する地域危険度の評価を試

みたO危険度評価は､比較的簡単な算定式により地盤や

建物のデータ等を用いて算定し､被災ポテンシャルとし

て地域間で比較し､相対的に危険な地域を抽出すること

を目的とする｡

2.地域概要

2.1川崎市

川崎市は神奈川県の北東部に位置し､北は､多摩川を

はさんで東京都に､南は横浜市にそれぞれ隣接し､東は

東京湾に臨んでいて､7区で構成されている｡人E=ま約

124万人で増加傾向である.本市と東京との境界線に流れ

ている多摩川の地域には氾濫低地や自然堤防が見られる｡

北西部には多摩丘陵や下兼吉台地が見られ､谷地形は樹

枝状に広がり､起伏に富んだ地形を示しているく,

2.2横須賀市

横須賀市は人口約43万人を有する三浦半島の中核都市

である｡半島中 ･北部に発達している三浦丘陵があり､

全体的には低平な丘陵性地形となっている｡台地 ･段丘

は宮田台地を中心に半島南部に広く存在している,また､

柏尾川､平作川流域などは沖積低地が広がっている｡

3.建物分布密度の評価一

行敏所有の地域デ-タで川崎市､横須賀市内の 1棟単

位の建物のデー一夕により､r建物構造級別｣､｢建物階数｣

の二つの項目に関して､GISを用いて､500mメッシュ毎

に棟数分布の算定を行った｡｢建物階数｣に関しては､非

木造の建物を対象に､1-3階､4-6階､7-9階､10

階以上の四つの項目に分類しカウントを行っているC川

崎市と横須賀市の木造棟数の分布図を図1､図2に示す.̀

図2.横須賀市の木造棟数分布

4.建物倒壊危険最の算出

東京都の建物倒壊危険度評価方法を参考にし､危険最の

算出を行った｡｢建物倒壊危険度｣とは､地雷動によって
建物が壊れたり傾いたりする危険性の度合いを､建物､

地盤などの面から評価し､他地域と比較した相対的な危

険の度合いを単位面積当たりの被害総量という観点から

5段階に分摸したものである｡

4.1危険度測定

建物棟数デ-タ､設定された建物耐震性能ウェイ ト及

び地盤特性のウェイ トを用いて､下記の式(1)､(2)によ

り建物倒壊危険畳を算出した｡

Pk=Nk(1-WkUム)(k-1-5･･建物分類)･･･(1)

Nl.:建物棟数 Wk:耐震性能ウェイ ト
Uk:地盤特性り=rイ ト
ウェイ ト設定に当たっては､建物と地歴の相互作用は考

慮せずそれぞれ独立にウェイ ト設定を行った｡なお､ウ

ェイ トは危険なものを0に近く､安全なものを1に近く
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なるよう設定しているO従って､ウここイ トが小さければ

魚険蔵が大きくなり､ウェイ トが大きければ､胤換巌は

小さくなるOこのようにして求められた建物分類ごとの

危険畳を､50(hメッシ='.鯨の合計について合算し下記に

より算出した｡

矩募pL, (--5:建船 類数,- ････(2)
算出された建物倒壊危険盤を､最終的には5段階の危険

度ランクに変換した0

4.2建物分類

建物については本来､建物年代も重要項目であるが､

デー一夕を入手することが不可能であったため､分類項目

には含まれていないOまた､非木造の建物についてもRC

遭､S達などの区別は出来なかったbしたがって､構造別

と階数により5つの項目に分類し､ウェイ トを設定した

ものを使用したO分類項目は衆 Lに示す0

4.3地盤分類

地盤について比､防災科学技術研究所が全国土地分類

図をベースに作成した 500mメッシュ地形分叛データ｡)

を使用した｡地盤構造は建物倒壊に数も影響するため､

地藤披番の発生しやすさの観点から地形 .地質によって

9種類に分棟したものを使用したり地盤//)撒項目を衷 2

に示すQ

表 1.建物分類項目 表21地盤分類項目

おう兇プ壬(柵の地味転換度詐称 こ
おりpI)維物分瓶顎剛ま､20相田
に分線されている～濠た､ウT.

イトは0.1-1.0(/)鈍鞄で設定し
ているO

地形 AS ウエイト

山 地 1 一,0

台地 2 0.8
扇状地 3 0.8

自然堤防 4 0.5

砂州 5

茶庭平野 6 0.5

三角州服河道 7 0_4

埋封也 8 0.4

5.建物倒壊危険度の評価

作成 した建物棟数分布図と地形分頬デ-タから川崎市

と横須朝市の建物倒壊危険幾を算Itル たO算出した危険

幾を5段階にランク分けした建物倒壊危険度を図3､怪i

4に示す｡建物倒壊危険度は､被害率ではなく被害終盤

という意味でとらえているため､建物株教務度が建物倒

壊危険蕗算定に最も影響を与えており､川崎市の申し部

である川崎区やその周辺地域､横須輿市では横須賀駅周

辺は圧倒的に危険巌が高くなっているOまた､横浜市の

建物倒壊危険度との比較も行ったO

D 哉l -1.,_ー【!
k知

籍親 展
IIrJ (21
回4 (26)
玩,3 (Tl)
~2 日611
1 (434)

図3 川崎市の建物倒壊危険 度
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図4,横須賀市の建物倒壊危険度

6.線輪

川崎市に関しては､木造建物は臨海部では圧倒的に棟

数密度が低く､川崎区や率区､中原区などの地域で高い

棟数密度が得られた,非木造建物は､木造建物に比べ臨

海部周辺で棟数密度が高くなっている｡また､横須賀市

に関しては､木造､非木造建物共に本市の東側に集中し

ていて､非木造建物は南西紬 こ団地が存在し棟数が多く

寒中しているO

横浜市3)との建物危険度の比較をしてみると､川崎市

の危険度の救高値は横浜市より高く､川崎区､牽区､中

原区にかけて高くなっていて､木造棟数と同じような傾

向が出る横浜市と類似している｡横須賀市の危険度は横

浜市よりも最高値が低く､危険度の高低の差がはっきり

出ている0両市も横浜市同様に市の中心部付近の危険度

が高い地域が密簸していて､建物の密度が高いほど､危

険度が比例して高くなる傾剛こなった｡
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